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(54)【発明の名称】 パッシブタイプ有機発光ダイオードディスプレイの駆動方法

(57)【要約】
【課題】  パッシブタイプ有機発光ダイオードディスプ
レイの駆動方法の提供。
【解決手段】  （Ａ）該複数の走査線及び該複数のデー
タ線を、それぞれ該走査線駆動チップ及び該データ線駆
動チップと切断する（Ｂ）走査線駆動チップが走査線に
走査信号を供給する時、同期に該走査線と該走査線駆動
チップを連接させる（Ｃ）走査信号が中止する瞬間に、
該走査線を該走査線駆動チップと切断する（Ｄ）走査線
駆動チップに所定の遅延時間の後に、別の走査信号を別
の走査線に供給させ、且つ該走査線駆動チップが別の走
査信号を供給する時に同期に該別の走査線と該走査線駆
動チップを連接させる（Ｅ）該別の走査信号が中止する
瞬間に該別の走査線を該走査線駆動チップと切断する。
該複数の走査線に対する走査動作が完成するまで重複し
て（Ｂ）から（Ｅ）のステップを実行する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  複数の走査線、複数のデータ線、該走査
線と該データ線に駆動される複数の有機発光ダイオード
（３０）、（３１）、（３２）、（３３）、（３４）、
データ信号をそれぞれ該データ線に供給するデータ線駆
動チップ（１２）、走査方式により走査信号をそれぞれ
該走査線に供給する走査線駆動チップ（１０）を具えた
パッシブタイプ有機発光ダイオードディスプレイに適用
されるパッシブタイプ有機発光ダイオードディスプレイ
の駆動方法において、
この駆動方法が、
（Ａ）該複数の走査線及び該複数のデータ線を、それぞ
れ該走査線駆動チップ（１０）及び該データ線駆動チッ
プ（１２）と切断するステップと、
（Ｂ）走査線駆動チップ（１０）が走査線に走査信号を
供給する時、同期に該走査線と該走査線駆動チップ（１
０）を連接させるステップと、
（Ｃ）走査信号が中止する瞬間に、該走査線を該走査線
駆動チップ（１０）と切断するステップと、
（Ｄ）走査線駆動チップ（１０）に所定の遅延時間の後
に、別の走査信号を別の走査線に供給させ、且つ該走査
線駆動チップ（１０）が別の走査信号を供給する時に、
同期にこの別の走査線と該走査線駆動チップ（１０）を
連接させるステップと、
（Ｅ）該別の走査信号が中止する瞬間に、該別の走査線
を該走査線駆動チップ（１０）と切断するステップと、
を具え、該走査線駆動チップ（１０）の走査方式によ
り、重複して（Ｂ）から（Ｅ）のステップを、該複数の
走査線に対する走査動作が完成するまで実行することを
特徴とする、パッシブタイプ有機発光ダイオードディス
プレイの駆動方法。
【請求項２】  （Ｃ）のステップがさらに、走査信号の
中心の瞬間に、同期に複数のデータ線をデータ線駆動チ
ップ（１２）と切断するステップを具えたことを特徴と
する、請求項１に記載のパッシブタイプ有機発光ダイオ
ードディスプレイの駆動方法。
【請求項３】  （Ｅ）のステップがさらに、別の走査信
号が中止する瞬間に、同期に複数のデータ線とデータ線
駆動チップ（１２）を切断するステップを具えたことを
特徴とする、請求項１に記載のパッシブタイプ有機発光
ダイオードディスプレイの駆動方法。
【請求項４】  走査方式が順序走査方式とされたことを
特徴とする、請求項１に記載のパッシブタイプ有機発光
ダイオードディスプレイの駆動方法。
【請求項５】  走査方式が交錯走査方式とされたことを
特徴とする、請求項１に記載のパッシブタイプ有機発光
ダイオードディスプレイの駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明はパッシブタイプ有機
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発光ダイオードディスプレイの駆動方法に係り、特にク
ロストークの現象を解決でき、消耗パワーを減らせる駆
動方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】図１は周知の有機発光ダイオードディス
プレイの内部回路図である。このディスプレイは、複数
の走査線Ｃｏｍ１、Ｃｏｍ２、Ｃｏｍ３、Ｃｏｍ４、Ｃ
ｏｍ５及び複数のデータ線Ｓｅｇ１、Ｓｅｇ２、Ｓｅｇ
３、Ｓｅｇ４、Ｓｅｇ５、及び一つの画素アレイを具え
ている。そのうち、各一つの画素は一つの有機発光ダイ
オードであり、且つ該走査線と該データ線に駆動され、
該ディスプレイはデータ信号を該データ線に供給するデ
ータ線駆動チップ（１２）と、順序走査方式或いは交錯
走査方式により走査信号を該走査線に供給する走査線駆
動チップ（１０）とを具えている。
【０００３】クロストークノイズは周知の有機発光ダイ
オードディスプレイの画面品質に影響を与える因子であ
り、それは残留画像を形成する。クロストークの発生す
る原因には二つあり、その一つは、複数の有機発光ダイ
オードが１本のデータ線と１本の走査線を共用するこ
と、もう一つは、二つの走査動作の間に遅延時間がな
く、このため前の走査動作のデータ線内に残留する電荷
が次の走査動作の走査線に向けて放電されることであ
る。
【０００４】このほか、周知の有機発光ダイオードディ
スプレイのデータ線の非選択状態は低電位とされ、走査
線の非選択状態は高電位とされ、これが逆バイアス或い
はマイナスバイアスの発生を形成しうる。逆バイアスは
逆方向のリーク電流を発生して駆動チップ及びディスプ
レイパネル自身の消耗パワーを増加させ得る。ディスプ
レイパネル自身の整流比が不良である場合もまた、信号
が乱れてクロストークを発生する恐れがあり、ディスプ
レイの表示品質に対してよくない影響を与え、輝度不均
一により画像が曖昧となる現象を発生しうる。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】本発明の目的は、上述
のクロストークの問題を解決すると共に、駆動チップ及
びディスプレイパネルの消耗パワーを減らせるパッシブ
タイプ有機発光ダイオードディスプレイの駆動方法を提
供することにある。
【０００６】
【課題を解決するための手段】請求項１の発明は、複数
の走査線、複数のデータ線、該走査線と該データ線に駆
動される複数の有機発光ダイオード（３０）、（３
１）、（３２）、（３３）、（３４）、データ信号をそ
れぞれ該データ線に供給するデータ線駆動チップ（１
２）、走査方式により走査信号をそれぞれ該走査線に供
給する走査線駆動チップ（１０）を具えたパッシブタイ
プ有機発光ダイオードディスプレイに適用されるパッシ
ブタイプ有機発光ダイオードディスプレイの駆動方法に



(3) 特開２００３－２２３１３９

10

20

30

40

50

3
おいて、この駆動方法が、（Ａ）該複数の走査線及び該
複数のデータ線を、それぞれ該走査線駆動チップ（１
０）及び該データ線駆動チップ（１２）と切断するステ
ップと、（Ｂ）走査線駆動チップ（１０）が走査線に走
査信号を供給する時、同期に該走査線と該走査線駆動チ
ップ（１０）を連接させるステップと、（Ｃ）走査信号
が中止する瞬間に、該走査線を該走査線駆動チップ（１
０）と切断するステップと、（Ｄ）走査線駆動チップ
（１０）に所定の遅延時間の後に、別の走査信号を別の
走査線に供給させ、且つ該走査線駆動チップ（１０）が
別の走査信号を供給する時に、同期にこの別の走査線と
該走査線駆動チップ（１０）を連接させるステップと、
（Ｅ）該別の走査信号が中止する瞬間に、該別の走査線
を該走査線駆動チップ（１０）と切断するステップと、
を具え、該走査線駆動チップ（１０）の走査方式によ
り、重複して（Ｂ）から（Ｅ）のステップを、該複数の
走査線に対する走査動作が完成するまで実行することを
特徴とする、パッシブタイプ有機発光ダイオードディス
プレイの駆動方法としている。請求項２の発明は、
（Ｃ）のステップがさらに、走査信号の中心の瞬間に、
同期に複数のデータ線をデータ線駆動チップ（１２）と
切断するステップを具えたことを特徴とする、請求項１
に記載のパッシブタイプ有機発光ダイオードディスプレ
イの駆動方法としている。請求項３の発明は、（Ｅ）の
ステップがさらに、別の走査信号が中止する瞬間に、同
期に複数のデータ線とデータ線駆動チップ（１２）を切
断するステップを具えたことを特徴とする、請求項１に
記載のパッシブタイプ有機発光ダイオードディスプレイ
の駆動方法としている。請求項４の発明は、走査方式が
順序走査方式とされたことを特徴とする、請求項１に記
載のパッシブタイプ有機発光ダイオードディスプレイの
駆動方法としている。請求項５の発明は、走査方式が交
錯走査方式とされたことを特徴とする、請求項１に記載
のパッシブタイプ有機発光ダイオードディスプレイの駆
動方法としている。
【０００７】
【発明の実施の形態】本発明は一種のパッシブタイプ有
機発光ダイオードディスプレイの駆動方法を提供し、こ
の方法は、（Ａ）該複数の走査線及び該複数のデータ線
を、それぞれ該走査線駆動チップ及び該データ線駆動チ
ップと切断するステップと、（Ｂ）走査線駆動チップが
走査線に走査信号を供給する時、同期に該走査線と該走
査線駆動チップを連接させるステップと、（Ｃ）走査信
号が中止する瞬間に、該走査線を該走査線駆動チップと
切断するステップと、（Ｄ）走査線駆動チップに所定の
遅延時間の後に、別の走査信号を別の走査線に供給さ
せ、且つ該走査線駆動チップが別の走査信号を供給する
時に、同期にこの別の走査線と該走査線駆動チップを連
接させるステップと、（Ｅ）該別の走査信号が中止する
瞬間に、該別の走査線を該走査線駆動チップと切断する
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ステップと、を具え、該走査線駆動チップの走査方式に
より、重複して（Ｂ）から（Ｅ）のステップを、該複数
の走査線に対する走査動作が完成するまで実行する。
【０００８】上述の（Ｃ）のステップはさらに、走査信
号の中心の瞬間に、同期に複数のデータ線をデータ線駆
動チップと切断するステップを具えている。上述の
（Ｅ）のステップはさらに、別の走査信号が中止する瞬
間に、同期に複数のデータ線とデータ線駆動チップ（１
２）を切断するステップを具えている。
【０００９】
【実施例】図２は本発明のフローチャートである。ステ
ップ２０で、ディスプレイ内の複数の走査線と複数のデ
ータ線を、それぞれ該走査線駆動チップ（１０）及び該
データ線駆動チップ（１２）と切断し、ステップ２２
で、走査線駆動チップ（１０）が走査線に走査信号を供
給する時、同期に該走査線と該走査線駆動チップ（１
０）を連接させ、ステップ２４で、走査信号が中止する
瞬間に、該走査線を該走査線駆動チップ（１０）と切断
し、ステップ２６で、走査線駆動チップ（１０）に所定
の遅延時間の後に、別の走査信号を別の走査線に供給さ
せ、且つ該走査線駆動チップ（１０）が別の走査信号を
供給する時に、同期にこの別の走査線と該走査線駆動チ
ップ（１０）を連接させ、ステップ２８で、該別の走査
信号が中止する瞬間に、該別の走査線を該走査線駆動チ
ップ（１０）と切断する。該走査線駆動チップ（１０）
の走査方式により、重複してステップ２２からステップ
２８を、該複数の走査線に対する走査動作が完成するま
で実行する。
【００１０】図３から６は本発明による本発明の具体的
実施例の有機発光ダイオードディスプレイの動作を示
す。図３に示されるように、走査線駆動チップ（１０）
の各走査線に対する選択状態は低電位或いは接地状態と
され、非選択状態はフローティング或いは高抵抗或いは
切断状態とされ、データ線駆動チップ（１２）の各デー
タ線に対する選択状態は高電位状態或いは電流源に連接
された状態とされ、非選択状態はフローティング或いは
高抵抗或いは切断状態とされる。有機発光ダイオードデ
ィスプレイが走査線Ｃｏｍ１に対してちょうど走査中
で、且つ有機発光ダイオード（３０）、（３２）、（３
４）がそれぞれデータ線Ｓｅｇ１、Ｓｅｇ３、Ｓｅｇ５
に駆動されて発光する。
【００１１】有機発光ダイオードディスプレイが走査線
Ｃｏｍ１の走査動作完成後に、走査線Ｃｏｍ１は非選択
状態に切り換えられ、すなわちフローティング或いは高
抵抗或いは切断状態とされ、これは図４に示されるとお
りである。このとき、全ての有機発光ダイオードはそれ
以上走査線駆動チップ（１０）により駆動されず、且つ
一つの回路（ｌｏｏｐ）を形成し、電気学上から見て、
この回路はダイオードをコンデンサに直列に連接してな
る回路と等価となり、これによりこの回路が放電を行
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え、データ線Ｓｅｇ１、Ｓｅｇ３、Ｓｅｇ５の残留電荷
がディスプレイ内部よりセルフ放電して前述のクロスト
ーク現象を発生しない。図４の状態の維持時間は、走査
線上の残留電荷が全て消耗する時間を基準とし、これに
より次の走査線に対して走査を行うことができ、このた
めこの部分の維持時間を遅延時間と称する。本発明によ
ると、図４中の各データ線の選択状態に特別な意図はな
く、遅延時間の期間に、各データ線の選択時間を不変に
維持するか或いは先に次の走査動作に必要なデータ線選
択状態に切り換えることができることを示し（図４の如
し）、当然、全てのデータ線を非選択状態に切り換える
こともできる（図５の如し）、それは有機発光ダイオー
ドがいずれも一つの回路をセルフ形成し、並びに外接回
路の影響を受けず、図４の電流源３６、３８の発生する
駆動電流も回路内に流入せず、このためいかなる影響も
受けない。
【００１２】図６において有機発光ダイオードディスプ
レイは走査線Ｃｏｍ２に対して走査を行い、且つ有機発
光ダイオード（３１）、（３３）がそれぞれデータ線Ｓ
ｅｇ２、Ｓｅｇ４に駆動され発光する。本発明は走査線
駆動チップ（１０）の走査方式により、すべての走査線
の走査動作が完成するまで、上述の、選択－非選択－遅
延の動作を重複して実行し、回路の観点から述べると、
いわゆる連接－切断－遅延のステップを重複して実行す
る。
【００１３】図７は、本発明による有機発光ダイオード
ディスプレイの各走査線と各データ線の信号波形図であ
る。図４から分かるように、走査線駆動チップ（１０）
は順序走査方式でそれぞれ走査信号を走査線Ｃｏｍ１、
Ｃｏｍ２、Ｃｏｍ３、Ｃｏｍ４、Ｃｏｍ５に供給する。
しかし本発明は順序走査方式で走査を実行する有機発光
ダイオードディスプレイに限定されるわけではなく、そ
の他の走査方式を使用する有機発光ダイオードディスプ
レイ、例えば交錯走査のものも、本発明の方法を使用す
ることができる。時間セクションＴ１内に、データ線駆
動チップ（１２）はデータ信号を同時にデータ線Ｓｅｇ
１、Ｓｅｇ３、Ｓｅｇ５に供給し、このデータ信号は即
ち駆動電流である。短い時間セクションＴｆ、即ち前述
の遅延時間内にあって、データ線Ｓｅｇ１、Ｓｅｇ３、
Ｓｅｇ５の残留電荷がディスプレイパネル内部よりセル
フ放電される。時間セクションＴ２内にあって、次の走
査線Ｃｏｍ２の走査動作が実行される。
【００１４】
【発明の効果】本発明の特徴は以下のようである。 *
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*・遅延時間の設計を利用し、データ線の残留電荷を放電
する十分な時間を設けているため、クロストークを発生
しない。
・走査線とデータ線の非選択電位がいずれもフローティ
ング或いは高抵抗或いは切断状態とされ、これにより逆
バイアス或いはマイナスバイアスの発生がなく、これに
より逆方向リーク電流の発生がなく、駆動チップ及びデ
ィスプレイパネルの消耗パワーを減らすことができる。
・本発明は極めて容易に回路設計方式で実現され、トラ
ンジスタを使用してデータ線とデータ線駆動チップとの
連接と非連接、及び走査線と走査線駆動チップの連接と
非連接を制御でき、同時に遅延時間を設定できるトリガ
（ｔｒｉｇｇｅｒ）を使用してデータ線とデータ線駆動
チップの切断状態或いは走査線と走査線駆動チップの切
断状態を維持できる。本発明は上述の具体的実施例によ
り説明されたが、これは本発明の実施範囲を限定するも
のではなく、本発明に基づきなしうる細部の修飾或いは
改変は、いずれも本発明の請求範囲に属するものとす
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】周知の有機発光ダイオードディスプレイの内部
回路図である。
【図２】本発明のフローチャートである。
【図３】本発明の具体的実施例の有機発光ダイオードデ
ィスプレイの動作表示図である。
【図４】本発明の具体的実施例の有機発光ダイオードデ
ィスプレイの動作表示図である。
【図５】本発明の具体的実施例の有機発光ダイオードデ
ィスプレイの動作表示図である。
【図６】本発明の具体的実施例の有機発光ダイオードデ
ィスプレイの動作表示図である。
【図７】本発明による有機発光ダイオードディスプレイ
の各走査線と各データ線の信号波形図である。
【符号の説明】
（３０）、（３１）、（３２）、（３３）、（３４）有
機発光ダイオード
（１２）データ線駆動チップ
（１０）走査線駆動チップ
Ｃｏｍ１、Ｃｏｍ２、Ｃｏｍ３、Ｃｏｍ４、Ｃｏｍ５  
走査線
Ｓｅｇ１、Ｓｅｇ２、Ｓｅｇ３、Ｓｅｇ４、Ｓｅｇ５  
データ線
（３６）、（３８）電流源
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